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批評と論点ウイークリ一文化

21世紀の視点
議
論
ば
か
り
が
空
転
し
て
社
会
と
歴
史

の
変
化
に
対
応
で
き
な
い
日
本
の
大
学

が、
い
よ
い
よ
大
転
換
を
迫
ち
れ
て
い
る。

特
に
国
立
大
学
に
対
し
て
は、
「
聖
域
な

き
構
造
改
革」
の
大
学
版
と
も
い
え
る「
大

学
（
国
立
大
学）
の
構
造
改
革
の
方針」

（
い
わ
ゆ
る
「
遠
山
プ
ラ
ン」
）
が
去
る

六
月
中
旬
に
提
示
さ
れ、
国
立
大
学
は
い

ま
大
き
な
衝
撃
と
混
乱
の
な
か
に
あ
る。

そ
の
よ
う
な
折
し
も、
文
部
科
学
省
の

調
査
検
討
会
識
は
「
新
し
い
『
国
立
大
学

法
人』
像
に
つ
い
て」
の
中
間
報
告
を
九

月
下
旬
に
発
表
し
た。
今
回
の
中
間
報
告

は、
「
遠
山
プ
ラ
ン」
に
刺
激
さ
れ
た
乙

と
も
あっ
て、
当
初
の
案
よ
り
も
大
き
く

前
進
し
て
い
る。

もっ
と
も、
大
学
連
嘗
に
関
し
て
は
経

営・
教
学
両
面
に
学
外
の
有識
者
を
求
め

る
A
案
（
評
議
会
案）
、
B
案
（
運
醤
協

綴
会
案）
、
C
案
（
役
員
会
案）
が
並
列

さ
れ
た
ま
ま、
肝
心
の
教
職
員
の
身
分
に

つ
い
て
も
公
務
員
型
と
非公
務
員
型
が
併

記
さ
れ
て
い
る
な
ど、
ま
だ
重
要
な
結
め

を
残
し
て
い
る。
し
か
し、
「
全
学
的
な

視
点
に
立っ
た
トッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
意

思
決
定
の
住
組
み
を
確
立
す
る
と
と
が
重

要」
だ
と
し
て、
「
経
嘗
責
任
の
明
確化

に
よ
る
機
動
的・
戦
略
的
な
大
学
運
嘗
の

実
現」
を
図
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ

た
と
と
は、「
大
学自
治」
「
学
部
自
治」

を
隠
れ
翻
に
し
て一
般
社
会
で
は
当
然
の

と
と
を
怠っ
て
き
た
国
立
大
学
も、
よ
う

や
く
乙
の
段
階
に
ま
で
来
た
と
と
を
示
し

て
い
る。
特
に
印
象
深
い
の
は、
国
立
大

学
の
現
場
の
怠
惰
と
意
思
決
定
の
硬
直
性

を
下
支－え
し
て
き
た
教
育
公
務
員
特
例
法

に
つ
い
て
の
言
及
が
今
回
の
中
間
報
告
で

は一
切
消
え
て
い
る
と
と
で
あ
る。
私
自・

身、
国・
公
立
大
学
の
教
官
だ
け
を
あ
ま

り
に
も
過
保
護
に
身
分
保
証
す
る
教
育
公

務
員
特
例
法
の
撤
廃
を
機
会
あ
る
ご
と
に

主
張
し
て
き
た
だ
り
に、
乙
の
点
に
は
大

い
に
満
足
し
て
い
る。
し
か
し、
公
務
貝

型
を
採
用
し
た
場
合
に
も、
乙
の
国
際
化

時
代
に
国
立
大
学
の
学
長
に
は
日
本
人
し

か
就
任
で
き
な
い
と
い
う
「
知
の
鎖
国」

は、
是
非
と
も
打
破
すべ
き
で
あ
ろ
う。

日
本
の
大
学
が
依
然
と
し
て
「
日
本
人

が
日
本
人
に
日
本
語
で
教
え
る」
体
制
で

あ
る
限
り、
日
本
国
内
で
は
「
トッ
プ
三

O」
が
決
まっ
た
と
し
て
も、
国
際
的
な

競
争
力
を
も
っ
大
学
に
は
な
り
得
な
い。

歯機的瀧喜子で大学改革

迫る統廃合、市場競争の波

一
方
で
は
す
で
に
M
I
T
（
米
マ
サ
チュ

ー
セ
ッ
ツ
工
科
大）
が
乙
の
四
月
か
ら
授

業
を
無
料
公
開
し
て
イ
ン
タ
ー
ネッ
ト
で

遠
隔
授
業
を
行っ
て
い
る
効
果
が
ア
ジ
ア

の
有
数
な
大
学
に
波
及
し
つ
つ
あ
り、
他

方
で
は
U
M
A
P
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
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嶺雄中嶋

交
流
機
構）
が
開
発
し
た
単
位
互
換
の
ス

キ
1
ム（
U
C
T
S）
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
に
徐
々
に
普
及
し
て、
大
学
閣
の
壁
が

国
際
的
に
も
低
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る。

こ
の
よ
う
なこ一
世
紀
型
の
大
学
像
を

展
望
す
る
と、
日
本
の
大
学
で
四
年
間
学

ん
で
も
外
国
語
（
と
く
に
英
語）
の
運
用

能
力
さ
え
身
に
つ
か
ず、
国
際
社
会
で
活

翻
す
る
余
地
も
小
さ
い
と
な
る
と、
優
秀

な
高
校
生
は
日
本
の
大
学
を
通
過
せ
ず
に

直
接
欧
米
や
ア
ジ
ア
の
有数
な
大
学
に
進

学
す
る
と
と
に
な
る
で
あ
ろ
う。
乙
れ
は

日
本
の
大
学
の
空
洞
化
に
ほ
か
な
ち
ず、

少
子
化
に
伴
う
定
員
割
れ
や
財
政
難
に
よ

る
大
学
倒
産
の
危
機
ば
か
り
か、
国
際
的

な
市
場
競
争
の
波
が
押
し
寄
せ
て
き‘
て
い

る
と
と
の
証
左
な
の
だ。

今
後
わ
が
圏
の
大
学
は
好
む
と
好
ま
ざ

る
と
に
か
か
わ
ら
ず、
統
合
や
再
編、
さ

ち
に
は
廃
校へ
の
道
を
歩
ま
ざ
る
を
得
な

い
で
あ
ろ
う。
そ
の
際
に
も、
大
学
の
中

身
が
旧
態
依
然
と
し
た
ま
ま
で
は、
組
織

上
の
統
合
や
再
編
が
い
く
ち
行
わ
れ
で

も、
将
来
的
に
は
まっ
た
く
意
味
を
も
た

な
い。
私
自
身
が
責
任
の一
端
を
負っ
た

東
工
大、一
橋
大、
東
京
医
歯
大、
東
京
外

大
の
「
四
大
学
連
合」
は、

統AFυ
て
総

合
大
学
化
す
る
の
で
は
な
く、
単
科
大
学

の
個
性
を
悟
か
し
て
機
動
的
に
連
携
し、

国
際
競
争
力
を
もっ
た
日
本
の
代
表
的
な

高
等
教
育
機
関
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た

も
の
で
あっ
て、
そ
の
後
も
連
携へ
の
異

レんちょく

体
化
が
進
捗
し
て
は
い
る
が、
そ
の
場

合
で
も
国
際
水
準
に
合
致
す
る
改
革
が
伴

わ
な
け
れ
ば、
意
味
を
失
う
で
あ
ろ
う。

国
立
大
学
の
法
人
化
が
私
学
の
経
嘗
を

脅
か
す
と
い
っ
た
論
議
や
私
学
助
成
の
今

後
の
在
り
方
に
危
機
を
抱
く
向
き
も
あ
る

切
れ
ど、
将
来
的
に
は、
控
置
者
や
納
税

者
に
とっ
て
の
負
担
が
璽
い
公
立
大
学
を

も
巻
き
込
ん
だ
国・
公・
私一
体
の
再
編

・
統
合
も
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か。

要
は
日
本
の
大
学
が
全
体
と
し
て
輝
く

と
と
で
あ
り、
乙
の
千
載一
遇
の
機
会
を

逃
せ
ば、
単
に
大
学
の
謹
退
の
み
な
ち
ず、

日
本
全
体
の
沈
没
に
も
贈
り
か
ね
な
い。
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